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                              令和元年１１月７日  

令和元年度学校評価 中間評価報告 

 

                                                  石川県立錦城特別支援学校  

校 長  宮 本 直 哉  

 

 

１ 評価の概要 

本校は今年度、以下の４点を重点目標に掲げ、取り組みを進めています。 

（１）児童生徒の主体性を引き出すための授業改善と専門性の向上を図る。 

（２）系統的にキャリア教育を推進し、進路支援の充実を図る。 

（３）児童生徒の安心・安全に配慮した学校づくりを推進する。 

（４）教職員それぞれの立場で働き方改革の意義を理解して取り組みを進める。 

 

 中間評価では、以下のような評価を実施しています。 

（１）児童生徒の主体性を引き出すための授業改善と専門性の向上を図る。 

① チームティーチングの効果的な手法について授業実践の中で取り組んでいるか。（教員対象） 

② 授業参観等で授業内容に満足されているか。（保護者・関係機関の方･授業参観参加者対象） 

 

（２）系統的にキャリア教育を推進し、進路支援の充実を図る。 

① 錦城版キャリア教育プログラムを個別の教育支援計画等に位置づけ個別のねらいに対して向上が見

られたか。（個人内評価） 

② キャリア教育の取り組み内容に満足されているか。（保護者対象） 

③ 個に応じた方法であいさつの仕方に向上が見られたか。（チェックシート確認） 

④ キャリア教育や進路に関する知識量に向上が見られたか。（教員対象） 

 

（３）児童生徒の安心・安全に配慮した学校づくりを推進する。 

① マニュアルやヒヤリハット、日常の安全管理に留意した行動をとっているか。（教員対象） 

② いじめの未然防止のため小さなトラブルを見逃さずに対応しているか。（教員対象） 

 

（４）教職員それぞれの立場で働き方改革の意義を理解して取り組みを進める。 

① 会議の効率化のために具体的な行動を行っているか（教員対象） 
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２ アンケート結果と分析 

（１） 児童生徒の主体性を引き出すための授業改善と専門性の向上を図る。 

 

 

 

   

 

 

チームティーチングを実施するうえで必要な５項目のうち、いくつ取り組めているかアンケートを行

いました。４項目以上取り組んだのは全体の７４％でＢ評価となりました。達成基準をＡ８０％以上と

していましたので、達成していません。 

項目ごとの取り組み状況では、事前に目標や支援内容を共通理解して授業に取り組む項目については

全体に実施数が高かったです。授業についての話し合いはほぼできていると言えます。しかし、どの学

部に置いても「事前に評価の仕方について共通理解を図っている」については、半数程度の実施にとど

まっています。今年度から学校研究でも評価に視点をおいて取り組み始めたところです。効果的な指導

につながるよう「評価」の内容について更に検討し、授業改善に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

学校公開や授業参観時に参加された方々にアンケート記入をお願いしました。アンケート内容は、「授

業内容のわかりやすさ」「教員の児童生徒へのかかわり方」「使用教材の工夫」「落ち着いて学習できる

環境」の４点を項目としています。のべ６９人の方から回答を得ています。評価は「Ａ：とてもそう思

う」「Ｂ：そう思う」「Ｃ：あまりそう思わない」「Ｄ：そう思わない」の４段階です。 

結果は学校公開が９６％、授業参観が９３％といずれもＡ評価となりました。多くの方が満足されて

おり、評価としては良いのですが、一部Ｃ、Ｄ評価がありました。今後とも、児童生徒の状態の把握に努

め、一人一人に応じた授業改善に取り組んでいきます。 

これからも授業参観等にぜひご参加いただき、ご意見等をお聞かせいただければ幸いです。 

 

（２）系統的にキャリア教育を推進し、進路支援の充実を図る。 

 

 

 

 

  

 

 

児童生徒一人一人のキャリア発達を育成する具体的な実践を行い、個別のねらいに対して向上が見ら

れたかどうかで達成度を判断しました。小学部ではＢ評価、中学部・高等部ではＤ評価となっています。

半期での取り組みでは十分な向上と言えない状況です。まだ、年度途中ですので、児童生徒一人一人に

応じた具体的な実践をより一層続けていきます。 

① チームティーチングの効果的な手法について授業実践の中で取り組んでいるか。（教員対象） 

   ５項目中４項目以上取り組んでいると答えた職員の割合 

   結果 小９２．９％  中５０％  高６６．７％  分・訪１００％  全体７４％ 

   達成度判断基準 Ａ８０％以上 Ｂ６０％以上 Ｃ５０％以上 Ｄ５０％未満 

   達成基準    Ａ以上 

② 授業参観等で授業内容に満足されているか。（保護者・関係機関の方･授業参観参加者対象） 

   授業への満足度（４項目） 学校公開・授業参観 ９５．６％    

   達成度判断基準 Ａ９０％以上 Ｂ８０％以上 Ｃ７０％以上 Ｄ７０％未満 

   達成基準    Ａ以上 

①  錦城版キャリア教育プログラムを個別の教育支援計画等に位置づけ個別のねらいに対して向上

が見られたか。（個人内評価） 

    個別設定の項目で向上が見られた児童生徒の割合 

小８４．６％  中４７．１％  高６１．３％  全体６２．３％  

達成度判断基準 Ａ９０％以上 Ｂ８０％以上 Ｃ７０％以上 Ｄ７０％未満 

達成基準    Ｂ以上 
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保護者を対象にアンケートの記入をお願いしました。小学部は９３％、中学部は７０％、高等部は 

８４％と満足度が高く、全体では８２．２％と、結果はＢとなり、達成基準を満たすことができました。

保護者は子どもの「キャリア発達」をしっかりと感じられていると考えられます。また、教員の子ども

一人一人におけるねらいが的確であったとも言えます。懇談では個別の教育支援計画や個別の指導計画

と合わせて錦城版キャリア教育プログラムを提示しながら説明をしており、より具体的な内容が伝わっ

たのではないかと考えられます。なお、中学部では満足度がCにあたるため、ねらいの見直しや指導内

容の充実、情報共有に視点を置いて進めていく必要があると考えられます。 

 今後も一人一人のキャリア発達をしっかり見据えながら、工夫して取り組んでいきます。 

 

あいさつチェックシートを用い６月と９月を比較して、個人の向上の度合いを確認して評価しました。

全体では７８．３％なので、まだ、達成基準に達成していません。特に中学部生徒の挨拶の向上は小学

部・高等部の児童生徒よりも割合が低くなっています。 

毎月のあいさつ運動では、全校児童生徒の盛り上がりはあり、個別にみると本人に合わせた方法で挨

拶を継続的に取り組んでいる様子も見られます。また、校外活動においても挨拶が日常的に習慣となっ

ている様子も見られました。 

児童生徒の能力に応じた挨拶をする力は、社会に出る際に必要とされるものです。今後も取り組みを

進め、向上したとする割合を増やしたいと考えています。 

 

 

 

 

  昨年度作成した「進路支援の手引き」により現状に合った情報を加え改定しました。職員には2つの

項目をあげてアンケートをとりました。1つ目「進路支援の手引きを参考に、進路について保護者の質問

に答えられるか」では、小学部がわずかに達成基準に満たなかったです。理由には小学部の保護者や教

員にとっては高等部卒業という出口が遠く、具体的な見通しが持てず十分に意識を高めるに至っていな

いことがあげられます。一方で中学部、高等部では達成基準を満たしています。次に2つ目「福祉サー

ビス事業所のサービス内容の生活介護・就労移行支援・就労継続支援Ａ型・Ｂ型などの違いがわかるか」

では小・中・高等部ともに達成基準を満たしています。これは教員一人一人が進路の手引きを熟知して

いるためと考えられます。 

  全体を通しての結果は、2項目並びに小中高等部合わせた達成度や平均値を見ると、結果はＡと大変高

い基準に達しています。今後も有効に活用し、より適切な指導支援を実施していきます。 

 

 

③ 個に応じた方法であいさつの仕方に向上が見られた児童生徒の割合（チェックシート確認） 

小９２．３％ 中７０．１％ 高７４．２％  全体７８．３％ 

達成度判断基準 Ａ９０％以上 Ｂ８０％以上 Ｃ７０％以上 Ｄ７０％未満 

達成基準    Ｂ以上 

 

④ キャリア教育や進路に関する知識量に向上が見られたか。（教員対象） 

  小７６．９％ 中７７．３％ 高９０．９％ 分・訪９０．０％ 全体８４．３％ 

  達成度判断基準 Ａ８０％以上 Ｂ７０％以上 Ｃ６０％以上 Ｄ６０％未満 

  達成度     Ｂ以上 

② キャリア教育の具体的な取り組み内容に満足されているか。（保護者） 

小９３％ 中７０％ 高８４％  全体８２．２％ 

達成度判断基準 Ａ９０％以上 Ｂ８０％以上 Ｃ７０％以上 Ｄ７０％未満 

   達成基準    Ｂ以上 
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（３）児童生徒の安心・安全に配慮した学校づくりを推進する。 

 

 

 

 

 

具体的な行動例（自由記述1項目を含む7項目）を示し、実践しているかどうか教員にアンケートをと

りました。６項目以上実施をＡ、５項目以上実施をＢとして実践している項目数で割合を出しました。 

Ａ＋Ｂの割合が１００％には達していませんが、９８.０％と高い割合を示しています。しかし、Ａ

の割合がどの学部もまだまだ低い値となっています。また、Ｃ評価もありました。項目別に分析すると

「教室の整理整頓を行い不要物がない」、「担当している児童生徒の緊急マニュアルを確認する」の２

項目において１０名以上の教員が実施していませんでした。なお、後者については個別の緊急マニュア

ルのある児童生徒に直接かかわっていない場合もあるためと考えられます。 

今後も教室の整理整頓、危機管理マニュアルを十分に活用し、個々の児童生徒の安全に関する配慮事

項を考慮して指導支援を行うように取り組んでいきます。 

Ａの割合は３１．４％とやや低い割合ですが、Ａ＋Ｂの割合が１００％に達しています。６月に教員

による「いじめ兆候チェックシート」でアンケート調査を行いました。小さなことでも気になるところ

をチェックし教員間で共有することで、いじめにつながらないよう取り組んでいます。 

しかし、Ａの割合が半分に達していません。今後は、Ａの割合が増えるよう、これまで以上に児童生

徒の様子を見守るよう取り組みを進めていきます。 

 

（４）教職員それぞれの立場で働き方改革の意義を理解して取り組みを進める。 

具体的な行動例（自由記述の１項目を含む５項目）を実践しているかどうかを教員にアンケートをと

りました。５項目実施をＡ、４項目実施をＢとしており、実践している項目数で割合を出しました。 

全体ではＡが１５．４％、Ａ＋Ｂは７８．９％で、いずれも達成基準には届いていません。学部に 

よってはＡ＋Ｂが１００％もありますが、２～３項目の実施にとどまった教員も多かったです。５項目

の内訳では、実践数が多かったのは、「配布資料に目を通して会議に臨む」「会議時間を短くするよう

意識している」が９４％、「提案や説明の際に「何分程度」等と決めて臨む」が８８％でした。一方で

「会議資料は２日前までに配付する」が５５％でした。後者については時間に余裕がなく難しいと理由

を述べた教員も多かったです。個人の状況に合わせて更に意識した取り組みが望まれます。 

また、勤務時間の集計からは時間外勤務は前年度比、４～９月全体では若干減少しています。月別に

みると、４・５・９月で減少傾向、６・７・８月で上昇傾向でした。５月は連休が多く、９月は朝型勤

務を実施した期間であることが理由と考えられます。個人集計では特定の職員に時間外勤務が多かった

です。業務の平準化に向けて仕事量や重なりなどを把握し、協力体制の工夫を行っていきます。 

 

① マニュアルやヒヤリハット、日常の安全管理に留意した行動をとっているか。（教員対象） 

  Ａ：  小３０．８％ 中４５．５％ 高５４．５％ 分・訪４０．０％ 全体４５．１％ 

Ａ＋Ｂ：小１００％  中１００％  高９５．５％ 分・訪１００％  全体９８．０％ 

  達成基準 Ａ５０％以上かつＡ＋Ｂの割合１００％ 

② いじめの未然防止のため小さなトラブルを見逃すことなく対応していた。（教員対象） 

   Ａ：  小１５．４％ 中２７．４％ 高３６．４％ 分・訪６０．０％ 全体３１．４％ 

   Ａ＋Ｂ：小１００％  中１００％  高１００％  分・訪１００％  全体１００％ 

   達成基準 Ａ５０％以上かつＡ＋Ｂの割合１００％ 

 

① 会議の効率化のために具体的な行動を行っているか（教員対象） 

Ａ：  小１４．３％ 中９．０％ 高１３．６％ 分・訪４０．０％ 全体１５．４％ 

Ａ＋Ｂ：小７１．４％ 中１００％ 高６８．２％ 分・訪１００％  全体７８．９％ 

達成基準 Ａ５０％以上かつＡ＋Ｂの割合１００％ 

※勤務時間調査結果の分析も加味して評価する 


